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事業概要  

 新名神高速道路（近畿自動車道名古屋神戸線）は第二東名高速道路と一体となって、三大都市圏を相互に結び、

人の交流と物流を支える大動脈として、日本経済を牽引するとともに、東名・名神高速道路の代替機能を果たす

上で不可欠な路線である。 

高槻～箕面：Ｈ１１年度事業化 

箕面～神戸：Ｈ１０年度事業化  
Ｈ７年度都市計画決定 

Ｈ１９年度用地着手 Ｈ２１年度工事着手 

全体事業費   ７，０１８億円 事業進捗率 １５％供用済延長 －km

計画交通量   約３８，１００～４２，１００台／日 
費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ  総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  
(事業全体) １．３ 
 
(残事業)  １．５ 

     5,386/6,374億円

 事業費：4,979/5,967億円 
 維持管理費：407/407億円 

      8,194/8,194億円 
 走行時間短縮便益：7,650/7,650億円 
 走行経費減少便益：372/372億円 
 交通事故減少便益：172/172億円 

 平成２３年 

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施 

 交通量変動 ： B/C=1.7（交通量+10%）            B/C=1.4（交通量-10%） 

  事業費変動 ： B/C=1.7（事業費-10%）            B/C=1.4（事業費+10%） 

 事業期間変動 ： B/C=1.6（事業期間-1年）          B/C=1.5（事業期間+1年） 

事業の効果等    
・国土・地域ネットワークの構築(当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する) 
・災害への備え(緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する) 

・災害への備え(並行する高速ネットワークの代替路線として機能する)            他１４項目に該当 

関係する地方公共団体等の意見  
［大阪府］ 
今後の災害に備えた国土構造の強化や物流の効率化を図るため、我が国の東西二極を結ぶ複数ルートの確保は急

務であり、そのため新名神高速道路の早期全線整備が必要である。新名神高速道路は、現在、「神戸JCT～高槻
第一JCT」間において鋭意事業の進捗が図られているが、国幹会議において「未着工区間」とされた「高槻第一J
CT～八幡JCT・城陽～大津JCT」間については、未だ着工の見通しが立っていない状況や、第二京阪道路供用後
において、現名神高速道路及び並走する京滋バイパスでは、交通容量を大幅に超過し、交通量、渋滞回数ともに

増加している現状から、早期整備の必要性は明らかとなっている。我が国の大動脈となる国土軸のうち、関東圏

～中部圏では新東名高速道路の整備により着実に複数ルート化が進められている一方で、関西圏～中部圏では現

名神高速道路１本のみである状況を踏まえ、近畿自動車道名古屋神戸線事業の内（城陽～高槻第一JCT）につい
ては早期着工、（高槻第一JCT～神戸JCT）は事業推進に取り組まれたい。 
［兵庫県］ 
 広大な県土を有する兵庫では、多彩な交流を促進し、社会・経済活動を支え、災害時等における安全・安心を

確保する上で、高速道路ネットワークの形成が重要な課題である。新名神高速道路の高槻JCT～神戸JCT間(L=4
0.5km)は、名神高速道路と中国自動車道及び山陽自動車道との接続により、我が国の国土軸として、関西圏と中
部圏、首都圏の連携強化を図り、国土・地域の発展に大きく寄与する道路である。また、名神高速道路及び中国

自動車道と適切な交通機能分担を確保することで、中国自動車道の宝塚西トンネル等における慢性的な渋滞(平成
22年度の渋滞回数は913回)やそれに伴う周辺一般道路の渋滞を解消するとともに、緊急時・大規模災害時におけ
る代替ネットワークの確保等にも大きく貢献する道路として期待している。こうしたことから、本県としては、

用地取得や工事用道路の整備など、事業進捗に不可欠な地元調整等には、地元市町と連携して最大限努力してい

くこととしているので、現在目標としている平成28年度までのできるだけ早い時期に供用するよう事業促進に取
り組んでいただきたい。 
［神戸市］ 
 近畿自動車道 名古屋神戸線（通称：新名神高速道路）は国土の重要な骨格を形成する道路であり、緊急時の

代替ネットワーク機能を確保するとともに、名神高速道路や中国縦貫自動車道の慢性的な渋滞緩和への効果が期

待されている。海・空・陸が一体となった広域交通ネットワークの強化により、神戸港・神戸空港の人・物・情

報の交流を支える格子状の広域幹線道路網の整備を図り、関西全体の経済競争力の向上に資するためにも、引き

続き、事業を継続し早期に完成させることが必要であると考える。  



事業評価監視委員会の意見  

「事業継続」とする対応方針（原案）については、了承された。 
＜委員からの主な意見＞ 
・新名神高速道路は近畿圏を通過する広域的な国土軸上の物流を担うにあたり大きく貢献する路線である。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  
同路線の亀山ＪＣＴ～草津田上ＩＣ間が平成２０年２月に供用を開始した。 
第二京阪道路（枚方東～門真ＪＣＴ）が平成２２年３月に供用を開始した。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  
現在用地取得を進めながら本線工事に着手している。 
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  
現在用地取得を進めながら本線工事に着手している。 
施設の構造や工法の変更等  
今後も新技術・新工法の採用や現地の状況変化を確認しながらコスト縮減を図っていく。 
対応方針 事業継続 
対応方針決定の理由  
以上、事業の効果、事業評価監視委員会における審議、知事等の意見を踏まえると、事業の必要性、重要性は高

いと考えられる。 

事業概要図  

 

 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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